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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】セルロース誘導体を必須成分とした高含水性コ
ンタクトレンズを提供することである。
【解決手段】セルロース誘導体と前記セルロース誘導体
に結合し得る重合可能な化合物と水とを含む混合物に、
放射線照射が行われて得られた高含水性コンタクトレン
ズ。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンタクトレンズの製造方法において、
　セルロース誘導体と、前記セルロース誘導体に結合し得る重合可能な化合物と、水とを
含む流動性混合物に、放射線照射が行われる工程
を具備することを特徴とするコンタクトレンズの製造方法。
【請求項２】
　前記流動性混合物がコンタクトレンズ成形型に充填される充填工程と、
　前記充填工程の後、前記流動性混合物に放射線照射が行われる放射線照射工程
とを具備することを特徴とする請求項１のコンタクトレンズの製造方法。
【請求項３】
　前記放射線照射により、前記化合物が前記セルロース誘導体に結合する結合反応と、前
記化合物が重合する重合反応と、前記セルロース誘導体同士が架橋する架橋反応とが生ず
る
ことを特徴とする請求項１又は請求項２のコンタクトレンズの製造方法。
【請求項４】
　水が電解質物質及び／又は水溶性有機系希釈剤を含有する水溶液である
ことを特徴とする請求項１のコンタクトレンズの製造方法。
【請求項５】
　前記セルロース誘導体１００質量部に対して、前記化合物が１～１７．６質量部、前記
水が５０～１９００質量部である
ことを特徴とする請求項１のコンタクトレンズの製造方法。
【請求項６】
　前記セルロース誘導体が、カルボキシアルキルセルロース、ヒドロキシアルキルセルロ
ース、及びアルキルセルロースの群の中から選ばれる一種または二種以上である
ことを特徴とする請求項１、請求項３、請求項４、又は請求項５のコンタクトレンズの製
造方法。
【請求項７】
　前記化合物は炭素－炭素不飽和結合を有するモノマーである
ことを特徴とする請求項１、請求項３、請求項４、又は請求項５のコンタクトレンズの製
造方法。
【請求項８】
　前記放射線はγ線、Ｘ線、及び電子線の群の中から選ばれる放射線であり、線量が１～
２００ｋＧｙである
あることを特徴とする請求項１～請求項３いずれかのコンタクトレンズの製造方法。
【請求項９】
　請求項１～請求項８いずれかのコンタクトレンズの製造方法によって得られてなるコン
タクトレンズ。
【請求項１０】
　セルロース誘導体が架橋してなるコンタクトレンズであって、
　前記架橋は、
　　セルロース誘導体を介しての架橋と、
　　前記セルロース誘導体に結合し得る重合可能な化合物の重合体を介しての架橋
とを具備してなる
ことを特徴とするコンタクトレンズ。
【請求項１１】
　前記セルロース誘導体１００質量部に対して前記化合物が１～１７．６質量部の割合で
ある
ことを特徴とする請求項１０のコンタクトレンズ。
【請求項１２】
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　前記セルロース誘導体が、カルボキシアルキルセルロース、ヒドロキシアルキルセルロ
ース、及びアルキルセルロースの群の中から選ばれる一種または二種以上である
ことを特徴とする請求項１０又は請求項１１のコンタクトレンズ。
【請求項１３】
　前記化合物は炭素－炭素不飽和結合を有するモノマーである
ことを特徴とする請求項１０又は請求項１１のコンタクトレンズ。
【請求項１４】
　含水率が８５～９５％、破断伸度が１５０～２７０％、破断強度が２～１５Ｋｇ／ｃｍ
２である
ことを特徴とする請求項９～請求項１３いずれかのコンタクトレンズ。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はコンタクトレンズに関する。
【背景技術】
【０００２】
　角膜は酸素を必要とする。従って、角膜上にコンタクトレンズが装着された場合でも、
酸素はコンタクトレンズを介して角膜に供給される必要が有る。角膜への酸素供給形態は
、コンタクトレンズの種類によって異なる。すなわち、含水性コンタクトレンズと、非含
水性コンタクトレンズとでは、酸素供給形態が異なる。
【０００３】
　前記非含水性コンタクトレンズは、一般的には、ハードコンタクトレンズとして知られ
ている。ハードコンタクトレンズは、例えばシリコーン系樹脂またはフッ素系樹脂で構成
されている。なぜならば、シリコーン系樹脂やフッ素系樹脂は酸素透過性が高いからであ
る。この種の酸素透過性ハードコンタクトレンズが、例えば特公昭６３－３６６４６号公
報や特公昭６２－５５１２２号公報で提案されている。しかしながら、ハードコンタクト
レンズは装用感が悪い。特に、眼にゴミが入ると、非常に痛みを感じる。
【０００４】
　前記含水性コンタクトレンズは、一般的には、ソフトコンタクトレンズとして知られて
いる。ハードコンタクトレンズに比べて、ソフトコンタクトレンズは柔らかである。従っ
て、ソフトコンタクトレンズは装用感に優れている。このようなことから、含水性ソフト
コンタクトレンズの普及が著しい。含水性ソフトコンタクトレンズの場合、水に溶け込ん
だ酸素が前記レンズを介して角膜に供給される。従って、含水性ソフトコンタクトレンズ
の場合、前記レンズの含水率が高い方が好ましい。すなわち、含水率が高いことは酸素供
給量（酸素透過量）が多いことを意味する。しかしながら、含水率が７０％を上回ると、
コンタクトレンズの機械的強度が低下する。例えば、引き裂かれ易くなる。従って、単に
、含水率を多くすれば良いと言うものでは無い。
【０００５】
　酸素透過性を向上させる目的で、シリコーンを含有させたシリコーンハイドロゲルコン
タクトレンズが提案（米国特許５,４８６,５７９、特表平７－５０５１６９）されている
。しかしながら、シリコーン化合物と親水性化合物とは相溶性が悪い。この為、均一重合
が困難である。従って、多くの溶出物が検出される。更に、シリコーン特有のゴム弾性が
生じ、柔軟性が損なわれる。この為、ソフトコンタクトレンズ最大の特長（優れた装用感
）が得られない。又、シリコーンは疎水性が強い。この為、レンズ表面の水濡れ性が悪い
。この点からも、装用感が良く無い。又、タンパク質や脂質が付着し易い。この為、シリ
コーンハイドロゲルコンタクトレンズは表面処理を必要とする。しかしながら、表面処理
の耐久性は良く無い。
【０００６】
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　一方、今日、コンタクトレンズの取扱性の観点から、使い捨て型コンタクトレンズが普
及した。すなわち、短期間（１日、１週間、２週間、又は１カ月）での取り替えを前提と
した使い捨て型コンタクトレンズが普及した。このような使い捨て型コンタクトレンズの
数が増大すると、石油資源を原料とした分解し難いプラスチック製のコンタクトレンズは
環境破壊の懸念が有る。従って、例えば植物資源（植物由来高分子材料）からコンタクト
レンズが作製されることが好ましい。
【０００７】
　このようなことから、含水性ソフトコンタクトレンズの新たな材料開発が進められた。
特に、高含水性で、酸素透過性に優れ、かつ、機械的強度に富み、更には水濡れ性が良く
、装用感が良く、生体への安全性も高い植物由来高分子材料の開発が進められた。
【０００８】
　例えば、セルロースを原料とした含水性ソフトコンタクトレンズが提案（特開平８－１
８４７８６号公報）された。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開平８－１８４７８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　特許文献１では、「親水性（メタ）アクリルアミドを含有したビニルモノマー成分を架
橋重合させてなるポリマー」と、「１分子中のヒドロキシプロポキシル基の含有量が３～
７５重量％のセルロース誘導体」とからなる含水性ソフトコンタクトレンズが開示されて
いる。その段落番号［００６６］～［００７１］の実施例では、「セルロース誘導体（Ｈ
ＰＣ）と、親水性（メタ）アクリルアミド（Ｎ，Ｎ－ジメチルアクリルアミド：ＤＭＡＡ
）と、架橋性ビニルモノマー（エチレングリコールジメタクリレート：ＥＤＭＡ）とがフ
ラスコに入れられた。そして、混合により、ＨＰＣとＤＭＡＡとの相溶が行われた。この
後、重合開始剤（ベンゾイルパーオキサイド：ＢＰＯ）が添加された。この混合溶液に対
して１３０℃で重合処理が行われた。」旨の記載が有る。
【００１１】
　本発明者によって、特許文献１の追試が行われた。その結果、特許文献１には記載が無
いものの、特許文献１のコンタクトレンズの機械的強度は劣っていた。特に、破断伸度は
非常に劣っていた。特許文献１には、セルロース誘導体を用いた含水性ソフトコンタクト
レンズの含水率は６９．９ｗｔ％～８９．７ｗｔ％である旨の記載が有る。しかしながら
、更に高い含水率のコンタクトレンズが求められた。
【００１２】
　従って、本発明が解決しようとする第１の課題は、セルロース誘導体を必須成分とした
高含水性ソフトコンタクトレンズを提供することである。
【００１３】
　本発明が解決しようとする第２の課題は、酸素透過性に優れた高含水性ソフトコンタク
トレンズを提供することである。
【００１４】
　本発明が解決しようとする第３の課題は、機械的強度に優れた高含水性ソフトコンタク
トレンズを提供することである。
【００１５】
　本発明が解決しようとする第４の課題は、形状保持性に優れた高含水性ソフトコンタク
トレンズを提供することである。
【００１６】
　本発明が解決しようとする第５の課題は、透明性に優れた高含水性ソフトコンタクトレ
ンズを提供することである。
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【００１７】
　本発明が解決しようとする第６の課題は、水濡れ性（親水性）に優れた高含水性ソフト
コンタクトレンズを提供することである。
【００１８】
　本発明が解決しようとする第７の課題は、装用感に優れた高含水性ソフトコンタクトレ
ンズを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　前記特許文献１の材料の問題点についての検討が、鋭意、推し進められた。その結果、
特許文献１の材料は、「親水性（メタ）アクリルアミドを含有したビニルモノマー成分を
架橋重合させてなるポリマー」と「１分子中のヒドロキシプロポキシル基の含有量が３～
７５重量％のセルロース誘導体」とのブレンドに過ぎないことから、機械的強度が乏しい
のでは無いかと考えられた。
【００２０】
　そして、セルロース誘導体が架橋した材料は機械的強度が向上するであろうと想像され
た。
【００２１】
　しかしながら、セルロース誘導体が架橋した材料は、ハードであるか、ソフトであるか
は、全く判らなかった。全く判らないと言うより、前記材料はソフト性が失われるであろ
うと想像された。その結果、前記材料製のコンタクトレンズの装用感が低下するのでは無
いかと想像された。又、前記材料の含水率が、低くなるのか、それとも、同程度であるの
かの予想も全く出来なかった。更には、前記材料の透明性についての予想も全く出来なか
った。
【００２２】
　取り敢えず、セルロース誘導体自体が架橋した構造の材料開発が進められた。例えば、
水の存在下でＨＰＣに放射線照射が行われた。放射線照射によりセルロース誘導体が架橋
した構造の材料は、予想と異なり、脆く、機械的強度が劣っていた。すなわち、この材料
はコンタクトレンズ材料として好ましいものでなかった。
【００２３】
　そこで、更なる検討が推し進められた。その結果、セルロース誘導体の架橋に、セルロ
ース誘導体による架橋と、セルロース誘導体以外の化合物による架橋とを組み込んだなら
ば、機械的強度の改善が図れるのではとの知見を得るに至った。
【００２４】
　この知見を基にした材料が試作され、機械的強度などの特性が調べられた。その結果、
予想以上の特性を持つことが判り、コンタクトレンズ材料として優れていることが判った
。
【００２５】
　すなわち、前記の課題は、
　コンタクトレンズの製造方法において、
　セルロース誘導体と、前記セルロース誘導体に結合し得る重合可能な化合物（但し、該
化合物は前記セルロース誘導体とは異なる。）と、水とを含む流動性混合物に、放射線照
射が行われる工程
を具備することを特徴とするコンタクトレンズの製造方法によって解決される。
【００２６】
　前記の課題は、
　コンタクトレンズの製造方法において、
　セルロース誘導体と、前記セルロース誘導体に結合し得る重合可能な化合物（但し、該
化合物は前記セルロース誘導体とは異なる。）と、生理食塩水とを含む流動性混合物に、
放射線照射が行われる工程
を具備することを特徴とするコンタクトレンズの製造方法によって解決される。
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【００２７】
　又、前記コンタクトレンズの製造方法であって、前記流動性混合物がコンタクトレンズ
成形型に充填される充填工程と、前記充填工程の後、前記流動性混合物に放射線照射が行
われる放射線照射工程とを具備することを特徴とするコンタクトレンズの製造方法によっ
て解決される。
【００２８】
　又、前記コンタクトレンズの製造方法であって、前記放射線照射により、前記化合物が
前記セルロース誘導体に結合する結合反応と、前記化合物が重合する重合反応と、前記セ
ルロース誘導体同士が架橋する架橋反応とが生ずることを特徴とするコンタクトレンズの
製造方法によって解決される。
【００２９】
　又、前記コンタクトレンズの製造方法であって、前記セルロース誘導体１００質量部に
対して、好ましくは、前記化合物が１～１７．６質量部の割合であることを特徴とするコ
ンタクトレンズの製造方法によって解決される。
【００３０】
　又、前記コンタクトレンズの製造方法であって、前記セルロース誘導体が、好ましくは
、カルボキシアルキルセルロース、ヒドロキシアルキルセルロース、及びアルキルセルロ
ースの群の中から選ばれる一種または二種以上であることを特徴とするコンタクトレンズ
の製造方法によって解決される。
【００３１】
　又、前記コンタクトレンズの製造方法であって、前記化合物は、好ましくは、不飽和結
合（例えば、二重結合）を有するモノマーであることを特徴とするコンタクトレンズの製
造方法によって解決される。
【００３２】
　又、前記コンタクトレンズの製造方法であって、前記放射線は、好ましくは、γ線、Ｘ
線、及び電子線の群の中から選ばれる放射線であり、線量が、好ましくは、１～２００ｋ
Ｇｙであることを特徴とするコンタクトレンズの製造方法によって解決される。
【００３３】
　前記の課題は、
　前記コンタクトレンズの製造方法によって得られてなるコンタクトレンズによって解決
される。
【００３４】
　前記の課題は、
　セルロース誘導体が架橋してなるコンタクトレンズであって、
　前記架橋は、
　　セルロース誘導体を介しての架橋と、
　　前記セルロース誘導体に結合し得る重合可能な化合物の重合体を介しての架橋
とを具備してなる
ことを特徴とするコンタクトレンズによって解決される。
【００３５】
　又、前記コンタクトレンズであって、前記セルロース誘導体１００質量部に対して、好
ましくは、前記化合物が１～１７．６質量部の割合であることを特徴とするコンタクトレ
ンズによって解決される。
【００３６】
　又、前記コンタクトレンズであって、前記セルロース誘導体が、好ましくは、カルボキ
シアルキルセルロース、ヒドロキシアルキルセルロース、及びアルキルセルロースの群の
中から選ばれる一種または二種以上であることを特徴とするコンタクトレンズによって解
決される。
【００３７】
　又、前記コンタクトレンズであって、前記化合物は、好ましくは、不飽和結合（例えば
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、二重結合）を有するモノマーであることを特徴とするコンタクトレンズによって解決さ
れる。
【００３８】
　又、前記コンタクトレンズであって、含水率が８５～９５％、破断伸度が１５０～２７
０％、破断強度が２～１５Ｋｇ／ｃｍ２であることを特徴とするコンタクトレンズによっ
て解決される。
【発明の効果】
【００３９】
　高含水性ソフトコンタンクトレンズである。ゲル分率が高い。高含水性である。酸素透
過性が良い。水濡れ性が良い。装用感が良い。透明性も問題が無い。高含水性であるにも
拘らず、形状保持性が良い。実用上問題のない充分な強度を有する。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】セルロース誘導体（Ｂ）と化合物（Ｃ）との架橋構造の概略図
【図２】セルロース誘導体（Ｂ）と化合物（Ｃ）との架橋構造の概略図
【発明を実施するための形態】
【００４１】
　第１の発明はコンタクトレンズの製造方法である。特に、高含水性ソフトコンタクトレ
ンズの製造方法である。この製造方法は放射線照射工程を具備する。この放射線照射工程
は、流動性混合物（Ａ）に放射線照射が行われる工程である。前記流動性混合物（Ａ）は
、セルロース誘導体（Ｂ）と、前記セルロース誘導体に結合し得る重合可能な化合物（Ｃ
）とを含む。好ましくは、更に、水を含む。前記水は、単なる水である。或いは、電解質
物質を含有する水溶液（例えば、生理食塩水）である。又は、水溶性有機系希釈剤を含有
する水溶液である。前記セルロース誘導体（Ｂ）は、好ましくは、植物由来高分子である
。前記化合物（Ｃ）は前記セルロース誘導体（Ｂ）とは異なる。本発明の製造方法は、好
ましくは、前記放射線照射工程に先立って、前記流動性混合物（Ａ）がコンタクトレンズ
成形型に充填される充填工程を有する。そして、前記充填工程後に、前記流動性混合物（
Ａ）に放射線照射が行われる。前記セルロース誘導体（Ｂ）と前記化合物（Ｃ）との配合
割合は、前者１００質量部に対して、好ましくは、後者が１～１７．６質量部である。よ
り好ましくは、後者が２．５～１７．５質量部である。更に好ましくは、後者が５～１７
質量部である。水（水溶液）の配合割合は、前記セルロース誘導体（Ｂ）１００質量部に
対して、好ましくは、水（水溶液）が５０～１９００質量部である。より好ましくは、６
５～１９００質量部である。更に好ましくは、２００～１０００質量部である。前記セル
ロース誘導体（Ｂ）は、好ましくは、カルボキシアルキルセルロース、ヒドロキシアルキ
ルセルロース、及びアルキルセルロースの群の中から選ばれる一種または二種以上である
。前記化合物（Ｃ）は不飽和結合を有するモノマーである。例えば、二重結合を有するモ
ノマーである。特に、－Ｃ＝Ｃ－を有するモノマーである。例えば、ＣＨ２＝Ｃ基（例え
ば、ビニル基）を有するモノマーである。例えば、アクリル酸、メタクリル酸、イタコン
酸、或いは前記カルボン酸のエステルである。前記放射線は、γ線、Ｘ線、又は電子線の
群の中から選ばれる。その線量は、好ましくは、１～２００ｋＧｙである。前記放射線照
射により、前記化合物（C）が前記セルロース誘導体（Ｂ）に結合する結合反応と、前記
化合物（Ｃ）が重合する重合反応と、前記セルロース誘導体（Ｂ）同士が架橋する架橋反
応とが生ずる。
【００４２】
　第２の発明はコンタクトレンズである。特に、高含水性ソフトコンタクトレンズである
。例えば、前記製造方法によって得られてなるコンタクトレンズ（高含水性ソフトコンタ
クトレンズ）である。又は、セルロース誘導体（Ｂ）が架橋してなるコンタクトレンズで
ある。前記架橋は、セルロース誘導体（Ｂ）を介しての架橋と、前記セルロース誘導体（
Ｂ）に結合し得る重合可能な化合物（Ｃ）の重合体を介しての架橋とを具備してなる。こ
の架橋構造の例が図１や図２に示される。勿論、この形態に限られるものではない。前記
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セルロース誘導体（Ｂ）と前記化合物（Ｃ）との割合は、前者１００質量部に対して、好
ましくは、後者が１～１７．６質量部である。より好ましくは、後者が２．５～１７．５
質量部である。更に好ましくは、後者が５～１７質量部である。前記セルロース誘導体（
Ｂ）は、好ましくは、植物由来高分子である。前記セルロース誘導体（Ｂ）は、好ましく
は、カルボキシアルキルセルロース、ヒドロキシアルキルセルロース、及びアルキルセル
ロースの群の中から選ばれる一種または二種以上である。前記化合物（Ｃ）は不飽和結合
を有するモノマーである。例えば、二重結合を有するモノマーである。特に、－Ｃ＝Ｃ－
を有するモノマーである。例えば、ＣＨ２＝Ｃ基（例えば、ビニル基）を有するモノマー
である。例えば、アクリル酸、メタクリル酸、イタコン酸、或いは前記カルボン酸のエス
テルである。前記コンタクトレンズの含水率は、好ましくは、８５～９５％である。従っ
て、酸素透過性が優れている。前記コンタクトレンズの破断伸度は、好ましくは、１５０
～２７０％である。前記コンタクトレンズの破断強度は、好ましくは、２～１５Ｋｇ／ｃ
ｍ２である。従って、機械的強度が優れている。又、形状保持性が良い。前記コンタクト
レンズは、溶出物が少ない。従って、生体への安全性が高い。前記コンタクトレンズは水
濡性（親水性）が優れている。従って、装用感が良い。前記コンタクトレンズは透明性が
良い。
【００４３】
　以下、更に詳しく説明する。
【００４４】
　本発明になる高含水性ソフトコンタクトレンズの製造方法にあっては、電離放射線の照
射により、重合反応と架橋反応とが起きる。これにより、高含水性ゲルが得られる。すな
わち、重合開始剤（ラジカル重合開始剤、パーオキサイド系熱重合開始剤、又は光重合開
始剤）を使用しないでも、高含水性ゲルが得られる。そして、ゲル分率が高く、溶出物が
少ない。従って、生体への安全性も高い。
【００４５】
　セルロース誘導体（Ｂ）は、電離放射線が照射されると、架橋助剤が無くても、セルロ
ース誘導体（Ｂ）の分子鎖間で架橋反応が起こる。そして、ゲルが形成される。尚、セル
ロース誘導体（Ｂ）の濃度が低すぎると、架橋反応よりも、分解反応が優位に進行する。
従って、ゲルが得られ難い。逆に、セルロース誘導体（Ｂ）の濃度が高すぎると、セルロ
ース誘導体（Ｂ）が均一に分散し難く、架橋反応が起き難い。好ましい濃度は、例えば５
～６０％である。更に好ましい濃度は１０～３０％である。より好ましい濃度は１５～２
５％である。架橋の程度は、原料（セルロース誘導体（Ｂ）、重合可能な化合物（Ｃ））
の量や、照射線量によって、ほぼ、決まる。照射線量が増加すると、架橋度は増加する。
照射線量が増加すると、含水率は低下する。
【００４６】
　セルロース誘導体（Ｂ）のみから成る試料に電離放射線を照射して得られたゲルは、機
械的強度が不十分であった。これを改善する為、化合物（Ｃ）も用いられた。この化合物
（Ｃ）は、セルロース誘導体（Ｂ）と反応して結合が起こり、かつ、重合が起きる化合物
（モノマー）である。この化合物（Ｃ）とセルロース誘導体（Ｂ）との混合物に電離放射
線を照射して得られたゲルは、含水率は高く、機械的強度も優れたものであった。好まし
い配合割合は上述した通りである。
【００４７】
　本発明はセルロース誘導体（Ｂ）を用いる。セルロース誘導体（Ｂ）は、好ましくは、
植物由来のセルロース誘導体である。前記セルロース誘導体（Ｂ）は自己架橋型セルロー
ス誘導体である。前記セルロース誘導体（Ｂ）は電離放射線照射で架橋が起きるセルロー
ス誘導体である。このようなセルロース誘導体（Ｂ）として、アルキルセルロース（例え
ば、メチルセルロース、エチルセルロース）が挙げられる。或は、ヒドロキシアルキルセ
ルロース（例えば、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、ヒド
ロキシプロピルメチルセルロース）が挙げられる。又は、カルボキシアルキルセルロース
（例えば、カルボキシメチル化またはカルボキシルエチル化したセルロース誘導体）が挙
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げられる。前記セルロース誘導体（Ｂ）は、好ましくは、非イオン性である。前記セルロ
ース誘導体（Ｂ）は、好ましくは、水溶性である。最も好ましいセルロース誘導体（Ｂ）
はヒドロキシプロピルセルロースである。
【００４８】
　化合物（Ｃ）は、重合反応が起き、かつ、前記セルロース誘導体（Ｂ）に結合して架橋
が起きる化合物である。化合物（Ｃ）は、不飽和結合を有するモノマーである。例えば、
二重結合を有するモノマーである。特に、－Ｃ＝Ｃ－を有するモノマーである。例えば、
ＣＨ２＝Ｃ基（例えば、ビニル基）を有するモノマーである。例えば、アクリル酸、メタ
クリル酸、イタコン酸、或いは前記カルボン酸のエステルである。次の化合物が挙げられ
る。アルコール（例えば、炭素数が１～１１の一価（又は多価）アルコール）とカルボン
酸（例えば、アクリル酸、メタクリル酸またはイタコン酸）とのエステル類が挙げられる
。１～２０のフッ素原子を有する直鎖状（又は分岐鎖状）のフルオロアルキルアルコール
とカルボン酸（例えば、アクリル酸、メタクリル酸またはイタコン酸）とのエステル類も
挙げられる。フルオロアルキルベンジルアルコールとカルボン酸（例えば、アクリル酸、
メタクリル酸またはイタコン酸）とのエステル類も挙げられる。シリコーン含有モノマー
類やＮ－ビニル複素環式モノマー類も挙げられる。橋かけ助剤となる架橋性多官能モノマ
ー類も挙げられる。他にも前記化合物に類似の化合物が用いられる。前記化合物（Ｃ）は
疎水性の基を持つ化合物であることが好ましい。
【００４９】
　炭素数が１～１１の一価（又は多価）アルコールとアクリル酸（メタクリル酸）とのエ
ステル（（メタ）アクリル酸エステル）は次の化合物が挙げられる。例えば、メチル（メ
タ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、ｎ－プロピル（メタ）アクリレート、
ｉｓｏ－プロピル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、ｉｓｏ－ブ
チル（メタ）アクリレート、ｔｅｒｔ－ブチル（メタ）アクリレート、ペンチル（メタ）
アクリレート、ネオペンチル（メタ）アクリレート、ヘキシル（メタ）アクリレート、シ
クロヘキシル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、２－ヒ
ドロキシエチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、
３－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、２，３－ジヒドロキシプロピル（メタ）
アクリレート、２－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート、４－ヒドロキシブチル（メ
タ）アクリレート、２－ヒドロキシ－１－フェニルエチル（メタ）アクリレート、ジエチ
レングリコールモノ（メタ）アクリレート、トリエチレングリコールモノ（メタ）アクリ
レート、２－メトキシエチル（メタ）アクリレート、２－エトキシエチル（メタ）アクリ
レート、２－ブトキシエチル（メタ）アクリレート、３－メトキシプロピル（メタ）アク
リレート、３－エトキシプロピル（メタ）アクリレート、２－メトキシプロピル（メタ）
アクリレート、２－エトキシプロピル（メタ）アクリレート、ジエチレングリコールモノ
メチルエーテルモノ（メタ）アクリレート、ジエチレングリコールモノエチルエーテル（
メタ）アクリレート、トリエチレングリコールモノメチルエーテル（メタ）アクリレート
、トリエチレングリコールモノエチルエーテル（メタ）アクリレート、トリエチレングリ
コールモノプロピルエーテル（メタ）アクリレート、テトラエチレングリコールモノメチ
ルエーテル（メタ）アクリレート、テトラエチレングリコールモノエチルエーテル（メタ
）アクリレート、テトラエチレングリコールモノプロピルエーテル（メタ）アクリレート
、テトラエチレングリコールモノブチルエーテル（メタ）アクリレート、ペンタエチレン
グリコールモノメチルエーテル（メタ）アクリレート、ペンタエチレングリコールモノエ
チルエーテル（メタ）アクリレート、ペンタエチレングリコールモノプロピルエーテル（
メタ）アクリレート、ペンタエチレングリコールモノブチルエーテル（メタ）アクリレー
ト、フェノキシエチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシ－３－フェノキシプロピル
（メタ）アクリレートである。
【００５０】
　炭素数が１～１１の一価（又は多価）アルコールとイタコン酸とのエステル（イタコン
酸モノエステルやイタコン酸ジエステル）は次の化合物が挙げられる。例えば、イタコン
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酸ジメチル、イタコン酸モノメチル、イタコン酸ジエチル、イタコン酸モノエチル、イタ
コン酸ジｎ－プロピル、イタコン酸モノｎ－プロピル、イタコン酸ジイソプロピル、イタ
コン酸モノイソプロピル、イタコン酸ジｎ－ブチル、イタコン酸モノｎ－ブチル、イタコ
ン酸ジペンチル、イタコン酸モノペンチル、イタコン酸ジネオペンチル、イタコン酸モノ
ネオペンチル、イタコン酸ジｎ－ヘキシル、イタコン酸モノｎ－ヘキシル、イタコン酸ジ
シクロヘキシル、イタコン酸モノシクロヘキシル、イタコン酸ジ２－エチルヘキシル、イ
タコン酸モノ２－エチルヘキシル、イタコン酸ジ２－ヒドロキシエチル、イタコン酸モノ
２－ヒドロキシエチル、イタコン酸ジ２－ヒドロキシプロピル、イタコン酸モノ２－ヒド
ロキシプロピル、イタコン酸ジ３－ヒドロキシプロピル、イタコン酸モノ３－ヒドロキシ
プロピル、イタコン酸ジ２－ヒドロキシブチル、イタコン酸モノ２－ヒドロキシブチル、
イタコン酸ジ４－ヒドロキシブチル、イタコン酸モノ４－ヒドロキシブチルである。
【００５１】
　前記エステルに類似の化合物は次の化合物が挙げられる。例えば、フェニル（メタ）ア
クリレート、ベンジル（メタ）アクリレート、グリシジル（メタ）アクリレート、テトラ
ヒドロフルフリル（メタ）アクリレート、２－（メタ）アクリロキシエチルアシッドホス
フェート、ポリエチレングリコールモノ（メタ）アクリレート、イタコン酸ジフェニル、
イタコン酸モノフェニル、イタコン酸ジ－メチルフェニル、イタコン酸モノ－メチルフェ
ニル、スチレン、α－メチルスチレン、ｔ－ブチルスチレン、（メタ）アクリルアミド、
Ｎ－メチロール（メタ）アクリルアミド、Ｎ－アルキル（メタ）アクリルアミド類、Ｎ，
Ｎ－ジアルキル（メタ）アクリルアミド類、Ｎ－（１，１－ジメチル－３－オキソブチル
）アクリルアミド、モルホリノ（メタ）アクリレート、モルホリノエチル（メタ）アクリ
レート、アミノアルキル（メタ）アクリレート類、Ｎ－アルキルアミノアルキル（メタ）
アクリレート、Ｎ，Ｎ－ジアルキルアミノアルキル（メタ）アクリレート、Ｎ－ビニルア
セトアミド、Ｎ－ビニル－Ｎ－メチルアセトアミド、Ｎ－ビニル－Ｎ－エチルアセトアミ
ド、Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）－Ｎ－ビニルアセトアミド、Ｎ－ビニルホルムアミド
、Ｎ－ビニル－Ｎ－メチルホルムアミド、Ｎ－ビニル－Ｎ－エチルホルムアミド、Ｎ－（
２－ヒドロキシエチル）－Ｎ－ビニルホルムアミド、アクリル酸、メタクリル酸、イタコ
ン酸、クロトン酸、フマル酸、フマル酸エステル類、マレイン酸エステル類である。
【００５２】
　前記１～２０のフッ素原子を有する直鎖状（又は分岐鎖状）のフルオロアルキルアルコ
ール、又はフルオロアルキルベンジルアルコールと、カルボン酸（例えば、アクリル酸、
メタクリル酸またはイタコン酸）とのエステルは次の化合物が挙げられる。例えば、（メ
タ）アクリル酸フルオロエステルである。イタコン酸ジフルオロエステルである。イタコ
ン酸モノフルオロエステルである。（メタ）アクリル酸フルオロエステルは、例えば２，
２，２－トリフルオロエチル（メタ）アクリレート、２，２，３，３－テトラフルオロプ
ロピル（メタ）アクリレート、２，２，３，３，３－ペンタフルオロプロピル（メタ）ア
クリレート、２，２，２－トリフルオロ－１－トリフルオロメチルエチル（メタ）アクリ
レート、２，２，３，４，４，４－ヘキサフルオロブチル（メタ）アクリレート、２，２
，３，３，４，４，５，５－オクタフルオロペンチル（メタ）アクリレート、３，３，４
，４，５，６，６，６－オクタフルオロ－５－トリフルオロメチルヘキシル（メタ）アク
リレート、１Ｈ，１Ｈ－ペンタデカフルオロオクチル（メタ）アクリレート、１Ｈ，１Ｈ
，２Ｈ，２Ｈ－ヘプタデカフルオロデシル（メタ）アクリレート、３－パーフルオロブチ
ル－２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、３－（パーフルオロ－３－メチルブ
チル）－２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、３－（パーフルオロ－５－メチ
ルヘキシル）－２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、ｏ－トリフルオロメチル
ベンジル（メタ）アクリレート、ｐ－トリフルオロメチルベンジル（メタ）アクリレート
である。イタコン酸ジフルオロエステルやイタコン酸モノフルオロエステルとしては、例
えばビス－２，２，２－トリフルオロエチルイタコネート、２，２，２－トリフルオロエ
チルイタコネート、ビス－２，２，３，３－テトラフルオロプロピルイタコネート、２，
２，３，３－テトラフルオロプロピルイタコネート、ビス－２，２，３，３，４，４，５
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，５－オクタフルオロペンチルイタコネート、２，２，３，３，４，４，５，５－オクタ
フルオロペンチルイタコネート、ビス－１Ｈ，１Ｈ，－ペンタフルオロプロピルイタコネ
ート、１Ｈ，１Ｈ，－ペンタフルオロプロピルイタコネート、ビスヘキサフルオロイソプ
ロピルイタコネート、ヘキサフルオロイソプロピルイタコネート、ビス－１Ｈ，１Ｈ－ヘ
プタフルオロブチルイタコネート、１Ｈ，１Ｈ－ヘプタフルオロブチルイタコネート、ビ
ス－パーフルオロ－ｔ－ブチルイタコネート、パーフルオロ－ｔ－ブチルイタコネート、
ビス－１Ｈ，１Ｈ－ペンタデカフルオロオクチルイタコネート、１Ｈ，１Ｈ－ペンタデカ
フルオロオクチルイタコネート、ビス－１Ｈ，１Ｈ，２Ｈ，２Ｈ－ヘプタデカフルオロデ
シルイタコネート、１Ｈ，１Ｈ，２Ｈ，２Ｈ－ヘプタデカフルオロデシルイタコネート、
ビス－ｏ－トリフルオロメチルベンジルイタコネート、ｏ－トリフルオロメチルベンジル
イタコネート、ビス－ｐ－トリフルオロメチルベンジルイタコネート、ｐ－トリフルオロ
メチルベンジルイタコネートである。
【００５３】
　シリコーン含有モノマー類は次の化合物が挙げられる。例えば、オルガノシロキサンで
ある。オルガノシロキサンとしてはシリコーン含有（メタ）アクリレート、シリコーン含
有多官能（メタ）アクリレート、シリコーン含有（メタ）アクリルアミド、シリコーン含
有イタコネート、シリコーン含有スチレンである。
【００５４】
　シリコーン含有（メタ）アクリレートは、例えば（メタ）アクリロキシエトキシプロピ
ルペンタメチルジシロキサン、（メタ）アクリロキシエトキシプロピルヘプタメチルトリ
シロキサン、（メタ）アクリロキシエトキシプロピルトリス（トリメチルシロキシ）シラ
ン、（メタ）アクリロキシエトキシプロピルフェニルテトラメチルジシロキサン、（メタ
）アクリロキシエトキシプロピルｎ－ペンチルヘキサメチルトリシロキサン、（メタ）ア
クリロキシエトキシプロピルフェニルオクタメチルテトラシロキサン、（メタ）アクリロ
キシエトキシプロピルイソブチルテトラメチルジシロキサン、（メタ）アクリロキシエト
キシプロピルメチルビス（トリメチルシロキシ）シラン、（メタ）アクリロキシエトキシ
プロピルトリス（ジメチルシクロヘキシルシロキシ）シラン、（メタ）アクリロキシエト
キシプロピルペンタメチルジシロキシビス（トリメチルシロキシ）シラン、（メタ）アク
リロキシエトキシプロピルヘプタメチルシクロテトラシロキサン、（メタ）アクリロキシ
エトキシプロピル－トリス（アセトキシエチルジメチルシロキシ）シラン、（メタ）アク
リロキシエトキシプロピル－トリス（カルボキシエチルジメチルシロキシ）シラン、１－
（メタ）アクリロキシエトキシプロピル－３－（ヒドロキシエトキシプロピル）－１，１
，３，３－（テトラメチル）ジシロキサン、１－（メタ）アクリロキシエトキシプロピル
－３－〔（ヒドロキシエチルカルボニル）プロピル〕－１，１，３，３－（テトラメチル
）ジシロキサン、１－（メタ）アクリロキシエトキシプロピル－５－［（ジヒドロキシプ
ロピルオキシ）プロピル］－１，１，３，３，５，５－（ヘキサメチル）トリシロキサン
、（メタ）アクリロキシプロピル－１，１，３，３，３－ペンタメチルジシロキサン、（
メタ）アクリロキシプロピル－１，１，３，３，５，５，５－ヘプタメチルトリシロキサ
ン、（メタ）アクリロキシプロピル－トリス（トリメチルシロキシ）シラン、（メタ）ア
クリロキシプロピル－３－フェニル－１，１，３，３－テトラメチルジシロキサン、（メ
タ）アクリロキシプロピル－１，１－ジエチル－３，３，３－トリベンジルジシロキサン
、（メタ）アクリロキシプロピル－１，１，３，３，５，５－ヘキサメチル－３－ペンチ
ルトリシロキサン、（メタ）アクリロキシプロピル－１，１，３，３，５，５，７，７－
オクタメチル－７－フェニルテトラシロキサン、（メタ）アクリロキシプロピル－３－イ
ソブチル－１，１，３，３－テトラメチルジシロキサン、（メタ）アクリロキシプロピル
メチルビス（トリメチルシロキシ）シラン、（メタ）アクリロキシプロピルトリス（ジメ
チルシクロヘキシルシロキシ）シラン、（メタ）アクリロキシプロピル（ペンタメチルジ
シロキシ）ビス（トリメチルシロキシ）シラン、（メタ）アクリロキシプロピルヘプタメ
チルシクロテトラシロキサン、（メタ）アクリロキシプロピル－１，３，５，７－テトラ
メチル－３，５，７－トリプロピルシクロテトラシロキサン、メチルビス（トリメチルシ
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ロキシ）シリルプロピルグリセロール（メタ）アクリレート、トリス（トリメチルシロキ
シ）シリルプロピルグリセロール（メタ）アクリレート、モノ［メチルビス（トリメチル
シロキシ）シロキシ］ビス（トリメチルシロキシ）シリルプロピルグリセロール（メタ）
アクリレートである。
【００５５】
　シリコーン含有多官能（メタ）アクリレートは、例えば１，３－ビス［（メタ）アクリ
ロキシエトキシプロピル］－１，１，３，３－（テトラメチル）ジシロキサン、１，５－
ビス［（メタ）アクリロキシエトキシプロピル］－１，１，３，３，５，５－（ヘキサメ
チル）トリシロキサン、１，７－ビス［（メタ）アクリロキシエトキシプロピル］－１，
１，７，７－テトラキス（トリメチルシロキシ）－３，３，５，５－（テトラメチル）－
テトラシロキサン、１，３－ビス［（メタ）アクリロキシエトキシプロピル］－１，１，
３，３－テトラキス［ビス（トリメチルシロキシ）メチルシロキシ］ジシロキサン、１，
３－ビス［（メタ）アクリロキシプロピル］－１，１，３，３－（テトラフェニル）ジシ
ロキサン、１，３－ビス［（メタ）アクリロキシプロピル］－１，１，３，３－（テトラ
メチル）ジシロキサン、１，５－ビス［（メタ）アクリロキシプロピル］－１，１，３，
３，５，５－（ヘキサメチル）トリシロキサン、１，７－ビス［（メタ）アクリロキシプ
ロピル］－１，１，７，７－テトラキス（トリメチルシロキシ）－３，３，５，５－（テ
トラメチル）－テトラシロキサン、１，３－ビス［（メタ）アクリロキシプロピル］－１
，１，３，３－テトラキス［ビス（トリメチルシロキシ）メチルシロキシ］ジシロキサン
、１，３－ビス［（メタ）アクリロキシプロピル］－１，１，３，３－（テトラフェニル
）ジシロキサン、１，５－ビス［（メタ）アクリロキシエトキシプロピル］－１，３，５
－（トリメチル）－１，３，５－（トリプロピル）トリシロキサン、１，５－ビス［（メ
タ）アクリロキシエトキシプロピル］－１，３，５，７－（テトラメチル）－３，７－（
ジプロピル）シクロテトラシロキサン、１，５－ビス［（メタ）アクリロキシエトキシプ
ロピル］－１，１，３，３，５，５－（ヘキサメチル）トリシロキサン、１，３－ビス［
（メタ）アクリロキシエトキシプロピル］－１，１，３，３－テトラキス（アセトキシエ
チルジメチルシロキシ）ジシラン、１，５－ビス［（メタ）アクリロキシプロピル］－１
，３，５－（トリメチル）－１，３，５－（トリプロピル）トリシロキサン、１，５－ビ
ス［（メタ）アクリロキシプロピル］－１，３，５，７－（テトラメチル）－３，７－（
ジプロピル）シクロテトラシロキサン、１，５－ビス［（メタ）アクリロキシプロピル］
－１，１，３，３，５，５－（ヘキサメチル）トリシロキサン、１，３－ビス［（メタ）
アクリロキシプロピル］－１，１，３，３－テトラキス（アセトキシエチルジメチルシロ
キシ）ジシラン、１，３，５－トリス［（メタ）アクリロキシエトキシプロピル］－１，
３，５，７－（テトラメチル）－７－（プロピル）シクロテトラシロキサン、１，３，５
－トリス［（メタ）アクリロキシプロピル］－１，３，５，７－（テトラメチル）－７－
（プロピル）シクロテトラシロキサン、１，３，５，７－テトラキス［（メタ）アクリロ
キシエトキシプロピル］－１，３，５，７－（テトラメチル）シクロテトラシロキサン、
１，３，５，７－テトラキス［（メタ）アクリロキシプロピル］－１，３，５，７－（テ
トラメチル）シクロテトラシロキサンである。
【００５６】
　シリコーン含有（メタ）アクリルアミドは、例えば３－［トリス（トリメチルシロキシ
）シリル］プロピル（メタ）アクリルアミド、３－［ビス（トリメチルシロキシ）メチル
シリル］プロピル（メタ）アクリルアミド、［トリス（トリメチルシロキシ）シリル］メ
チル（メタ）アクリルアミド、［ビス（トリメチルシロキシ）メチルシリル］メチル（メ
タ）アクリルアミドである。
【００５７】
　シリコーン含有イタコネートは、例えばトリス（トリメチルシロキシ）シリルプロピル
イタコネート、ビス［トリス（トリメチルシロキシ）シリルプロピル］イタコネート、メ
チルジ（トリメチルシロキシ）シリルプロピルイタコネート、ビス［メチルジ（トリメチ
ルシロキシ）シリルプロピル］イタコネート、トリス（トリメチルシロキシ）シリルプロ
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ピルグリセロールイタコネート、ビス［トリス（トリメチルシロキシ）シリルプロピルグ
リセロール］イタコネート、メチルジ（トリメチルシロキシ）シリルプロピルグリセロー
ルイタコネート、ビス［メチルジ（トリメチルシロキシ）シリルプロピルグリセロール］
イタコネートである。
【００５８】
　その他にも、例えばメチル＝３－（３－（３・３・３－トリメチル－１・１－ビス（（
トリメチルシリル）オキシ）ジシロキサニル）プロピル）オキシカルボニル－３－ブテナ
ート、イソプロピル＝３－（３－（３・３・３－トリメチル－１・１－ジフェニルジシロ
キサニル）プロピル）オキシカルボニル－３－ブテナート、３－（３・３・３－トリメチ
ル－１・１－ビス（（トリメチルシリル）オキシ）ジシロキサニル）プロピル＝３－フェ
ネチルオキシカルボニル－３－ブテナート、３－（３・３・３－トリメチル－１・１－ビ
ス（（トリメチルシリル）オキシ）ジシロキサニル）プロピル＝３－メトキシカルボニル
－３－ブテナート、３－（３・３・３－トリメチル－１・１－ビス（（トリメチルシリル
）オキシ）ジシロキサニル）プロピル＝３－（３－（３・３・３－トリメチル－１・１－
ビス（（トリメチルシリル）オキシ）ジシロキサニル）プロピル）オキシカルボニル－３
－ブテナート、３－（１・３・３・３－テトラメチル－１－（（トリメチルシリル）オキ
シ）ジシロキサニル）プロピル＝３－（３－（１・３・３・３－テトラメチル－１－（（
トリメチルシリル）オキシ）ジシロキサニル）プロピル）オキシカルボニル－３－ブテナ
ート、３－（１・１・３・３－テトラメチル－３－フェニルジシロキサニル）プロピル＝
３－（３－（１・１・３・３－テトラメチル－３－フェニルジシロキサニル）プロピル）
オキシカルボニル－３－ブテナートも用いられる。
【００５９】
　シリコーン含有スチレンは、例えばトリス（トリメチルシロキシ）シリルエチルスチレ
ン、ビス（トリメチルシロキシ）メチルシリルエチルスチレン、トリス（トリメチルシロ
キシ）シロキシジメチルシリルエチルスチレン、［ビス（トリメチルシロキシ）メチルシ
ロキシ］ジメチルシリルエチルスチレン、ヘプタメチルトリシロキサニルエチルスチレン
、ノナメチルテトラシロキサニルエチルスチレン、ペプタコサメチルトリデカシロキサニ
ルエチルスチレン、ヘントリアコンタメチルペンタデカシロキサニルエチルスチレン、ト
リス（ペンタメチルジシロキシ）シリルエチルスチレン、（トリストリメチルシロキシ）
シロキシビス（トリメチルシロキシ）シリルエチルスチレン、ビス（ヘプタメチルトリシ
ロキシ）メチルシリルエチルスチレン、トリス［メチルビス（トリメチルシロキシ）シロ
キシ］シリルエチルスチレン、トリメチルシロキシビス［トリス（トリメチルシロキシ）
シロキシ］シリルエチルスチレン、ヘプタキス（トリメチルシロキシ）トリシロキサニル
エチルスチレン、トリス［トリス（トリメチルシロキシ）シロキシ］シリルエチルスチレ
ン、ノナキス（トリメチルシロキシ）テトラシロキサニルエチルスチレン、ビス（トリデ
カメチルヘキサシロキシ）メチルシリルエチルスチレン、ヘプタメチルシクロテトラシロ
キサニルエチルスチレン、ヘプタメチルシクロテトラシロキシビス（トリメチルシロキシ
）シリルエチルスチレン、トリプロピルテトラメチルシクロテトラシロキサニルエチルス
チレン、トリス（トリメチルシロキシ）シリルスチレン、ビス（トリメチルシロキシ）メ
チルシリルスチレン、トリス（トリメチルシロキシ）シロキサニルジメチルシリルスチレ
ン、［ビス（トリメチルシロキシ）メチルシロキサニル］ジメチルシリルスチレン、ペン
タメチルジシロキサニルスチレン、ヘプタメチルトリシロキサニルスチレン、ノナメチル
テトラシロキサニルスチレン、ペプタコサメチルトリデカシロキサニルスチレン、ヘント
リアコンタメチルペンタデカシロキサニルスチレン、トリス（ペンタメチルジシロキシ）
シリルスチレン、（トリストリメチルシロキシ）シロキサニルビス（トリメチルシロキシ
）シリルスチレン、ビス（ヘプタメチルトリシロキシ）メチルシリルスチレン、ヘプタキ
ス（トリメチルシロキシ）トリシロキサニルスチレン、トリス［トリス（トリメチルシロ
キシ）シロキシ］シリルスチレン、ビス（トリデカメチルヘキサシロキシ）メチルシリル
スチレン、ヘプタメチルシクロテトラシロキサニルスチレン、ヘプタメチルシクロテトラ
シロキシビス（トリメチルシロキシ）シリルスチレン、トリプロピルテトラメチルシクロ
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テトラシロキサニルスチレンである。
【００６０】
　その他にも、片末端（或いは両末端）に炭素－炭素不飽和結合を有するポリシロキサン
マクロモノマー類、シリコーン含有フマル酸エステル類が用いられる。
【００６１】
　Ｎ－ビニル複素環式モノマー類は、環状Ｎ－ビニルラクタムである。例えばＮ－ビニル
－２－ピロリドン類、Ｎ－ビニル－２－ピペリドン類、Ｎ－ビニル－３－ピペリドン類、
Ｎ－ビニル－４－ピペリドン類、Ｎ－ビニル－２－カプロラクタム類、Ｎ－ビニル－オキ
サゾリドン類である。
【００６２】
　Ｎ－ビニル－２－ピロリドン類は、例えばＮ－ビニル－２－ピロリドン、Ｎ－ビニル－
３－メチル－２－ピロリドン、Ｎ－ビニル－４－メチル－２－ピロリドン、Ｎ－ビニル－
５－メチル－２－ピロリドン、Ｎ－ビニル－３－エチル－２－ピロリドン、Ｎ－ビニル－
４－エチル－２－ピロリドン、Ｎ－ビニル－５－エチル－２－ピロリドン、Ｎ－ビニル－
４，５－ジメチル－２－ピロリドン、Ｎ－ビニル－５，５－ジメチル－２－ピロリドン、
Ｎ－ビニル－３，３，５－トリメチル－２－ピロリドン、Ｎ－ビニル－５－メチル－５－
エチル－２－ピロリドン、Ｎ－ビニル－３，４，５－トリメチル－３－エチル－２－ピロ
リドンである。
【００６３】
　Ｎ－ビニル－２－ピペリドン類は、例えばＮ－ビニル－２－ピペリドン、Ｎ－ビニル－
３－メチル－２－ピペリドン、Ｎ－ビニル－４－メチル－２－ピペリドン、Ｎ－ビニル－
５－メチル－２－ピペリドン、Ｎ－ビニル－６－メチル－２－ピペリドン、Ｎ－ビニル－
３－エチル－２－ピペリドン、Ｎ－ビニル－４－エチル－２－ピペリドン、Ｎ－ビニル－
５－エチル－２－ピペリドン、Ｎ－ビニル－６－エチル－２－ピペリドン、Ｎ－ビニル－
３，５－ジメチル－２－ピペリドン、Ｎ－ビニル－４，４－ジメチル－２－ピペリドンで
ある。
【００６４】
　Ｎ－ビニル－２－カプロラクタム類は、例えばＮ－ビニル－２－カプロラクタム、Ｎ－
ビニル－３－メチル－２－カプロラクタム、Ｎ－ビニル－４－メチル－２－カプロラクタ
ム、Ｎ－ビニル－５－メチル－２－カプロラクタム、Ｎ－ビニル－６－メチル－２－カプ
ロラクタム、Ｎ－ビニル－７－メチル－２－カプロラクタム、Ｎ－ビニル－３－エチル－
２－カプロラクタム、Ｎ－ビニル－４－エチル－２－カプロラクタム、Ｎ－ビニル－５－
エチル－２－カプロラクタム、Ｎ－ビニル－６－エチル－２－カプロラクタム、Ｎ－ビニ
ル－７－エチル－２－カプロラクタム、Ｎ－ビニル－３，５－ジメチル－２－カプロラク
タム、Ｎ－ビニル－４，６－ジメチル－２－カプロラクタム、Ｎ－ビニル－３，５，７－
トリメチル－２－カプロラクタムである。
【００６５】
　Ｎ－ビニル－オキサゾリドン類は、例えばＮ－ビニル－オキサゾリドン、Ｎ－ビニル－
４－メチルオキサゾリドン、Ｎ－ビニル－５－メチルオキサゾリドン、Ｎ－ビニル－４－
エチルオキサゾリドン、Ｎ－ビニル－５－エチルオキサゾリドンである。
【００６６】
　その他にも、Ｎ－ビニルイミダゾリドン、Ｎ－ビニルサクシンイミド、Ｎ－ビニルジグ
リコリルイミド、Ｎ－ビニル－３－モルホリノン、Ｎ－ビニル－５－メチル－３－モルホ
リノンも用いられる。
【００６７】
　架橋性多官能モノマー類として、多官能（メタ）アクリル酸エステル、多官能ビニル化
合物、多官能アリル化合物、Ｎ，Ｎ’－アルキレンビス（メタ）アクリルアミド類が挙げ
られる。
【００６８】
　多官能（メタ）アクリル酸エステルは、例えばエチレングリコールジ（メタ）アクリレ
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ート、ジエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、トリエチレングリコールジ（メタ
）アクリレート、テトラエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ノナエチレングリ
コールジ（メタ）アクリレート、テトラデカエチレングリコールジ（メタ）アクリレート
、トリコサエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、プロピレングリコールジ（メタ
）アクリレート、ジプロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、トリプロピレングリ
コールジ（メタ）アクリレート、ノナプロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、ト
リメチレングリコールジ（メタ）アクリレート、グリセロールジ（メタ）アクリレート、
１，３－ブタンジオールジ（メタ）アクリレート、１，４－ブタンジオールジ（メタ）ア
クリレート、ネオペンチルグリコールジ（メタ）アクリレート、１，６－ヘキサンジオー
ルジ（メタ）アクリレート、グリセロールトリ（メタ）アクリレート、トリメチロールプ
ロパントリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレートで
ある。
【００６９】
　多官能ビニル化合物は、例えばビニル（メタ）アクリレート、ジビニルベンゼン、Ｎ，
Ｎ－ジビニルビスラクタムである。
【００７０】
　多官能アリル化合物は、例えばアリル（メタ）アクリレート、ジアリルイタコネート、
モノアリルイタコネート、ジアリルスクシネート、ジアリルアジピネート、ジアリルフタ
レート、ジアリルイソフタレート、ジアリルテレフタレート、トリアリルシアヌレート、
トリアリルイソシアヌレート、トリアリルフォスフェート、トリメリット酸トリアリルで
ある。
【００７１】
　Ｎ，Ｎ’－アルキレンビス（メタ）アクリルアミド類は、例えばＮ，Ｎ’－メチレンビ
ス（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ’－エチレンビス（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ’
－ジヒドロキシエチレン－ビス（メタ）アクリルアミドである。
【００７２】
　その他にも、例えばアリロキシエチル（メタ）アクリレート、ジアリロキシエチルイタ
コネート、モノアリロキシエチルイタコネート、３－ブテノイックアシッド（メタ）アク
リロイルオキシエチルエステル、２－ブテノイックアシッド（メタ）アクリロイルオキシ
エチルエステル、ペンタエリスリトールテトラ（３－ブテネート）、ペンタエリスリトー
ルテトラ（クロトネート）、１，３，５－トリ（３－ブテノイックアシッド）フェニルエ
ステル、１，３，５－トリ（２－ブテノイックアシッド）フェニルエステル、トリ（３－
ブテノイルオキシエチル）イソシアヌレート、トリ（２－ブテノイルオキシエチル）イソ
シアヌレート、［２－（１’－（メタ）アクリロイルオキシエチル）－４－アリル］－Ｎ
，Ｎ－トリレンカルバマート、４－アリル－２－（Ｎ－（メタ）アクリロイルアミノトリ
イル）－Ｎ’－カルバマート、２，４－ジアリル－Ｎ，Ｎ’－トリレンビスカルバマート
、［２－アリル－４－（１’－（メタ）アクリロイルオキシエチル）］－Ｎ，Ｎ’－トリ
レンカルバマート、２－アリル－４－（Ｎ－（メタ）アクリロイルアミノトリイル）－Ｎ
’－カルバマート、２，４－（１’，１’’－ジ（メタ）アクリロイルオキシエチル）－
Ｎ，Ｎ’－トリレンビスカルバマートが用いられる。
【００７３】
　前記化合物は、一種類でも、二種類以上が用いられても良い。
【００７４】
　又、前記流動性混合物に必要に応じて、前記セルロース誘導体以外の他の水溶性高分子
が用いられても良い。中でも、ポリビニルアルコールの使用は好ましかった。
【００７５】
　本発明の実施に際して、先ず、水溶性化合物（Ｃ）が水に溶解される。次いで、セルロ
ース誘導体（Ｂ）が添加される。この際、ままこが出来ないような注意が必要である。セ
ルロース誘導体添加後に、十分な混練が行われる。その結果、ペースト状の試料が得られ
る。化合物（Ｃ）として水溶性化合物が選択されなかった場合、化合物（Ｃ）はペースト
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状試料中で適度に均一に分散しておれば良い。すなわち、セルロース誘導体（Ｂ）および
化合物（Ｃ）が適度に均一に分散しておれば、電離放射線照射による反応で得られたゲル
は、透明性に優れている。尚、化合物（Ｃ）が疎水性の基を持つ化合物（モノマー）であ
る場合、得られたゲルは機械的強度が富んでいた。
【００７６】
　セルロース誘導体（Ｂ）および化合物（Ｃ）のペースト状サンプルに照射する放射線に
は、α線、β線、γ線、電子線、Ｘ線が用いられる。工業的生産の観点からすると、Ｃｏ
６０からのγ線、加速器による電子線、Ｘ線の使用が好ましい。１ＭｅＶ以下の低エネル
ギー電子線加速器を用いることも出来るが、１ＭｅＶ以上の中エネルギー（又は高エネル
ギー）電子線加速器の使用が好ましい。電離放射線の照射線量は、好ましくは、１～２０
０ｋＧｙである。より好ましくは、５～１００ｋＧｙである。照射線量が少なすぎると、
架橋度が十分でない。この為、得られたコンタクトレンズの機械的強度が十分でない。照
射線量が多すぎると、架橋度が過度になる。かつ、分解が進行する。この為、得られたコ
ンタクトレンズは脆い。
【００７７】
　前記ペースト状試料の作成に際して、水溶性の有機系希釈剤が用いられても良い。水溶
性の有機系希釈剤は、アルコール（例えば、メタノール、エタノール、プロパノール、２
－プロパノール、ブタノール、エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレ
ングリコール、テトラエチレングリコール、ポリエチレングリコール、グリセリン）、ケ
トン（アセトン、メチルエチルケトン）、ジメチルホルムアミドやジメチルスルホキシド
、Ｎ－メチル－２－ピロリドンが挙げられる。有機系希釈剤の量は、例えば０．１～１０
重量％である。好ましくは、０．２～５重量％である。このような有機系希釈剤を併用す
ることで、分散性が向上した。
【００７８】
　尚、本発明の実施に際して、紫外線吸収剤、着色剤が、必要に応じて、用いられる。こ
れらの剤が用いられた場合、特定波長の光がカットされる。尚、前記剤は重合性タイプで
あっても良い。
【００７９】
　以下、具体的な実施例を挙げて本発明が説明される。但し、本発明は実施例によって限
定されるものではない。
【００８０】
　尚、下記実施例のヒドロキシプロピルセルロース（和光純薬工業株式会社製）の２重量
％水溶液（２０℃）の粘度は１，０００～５，０００ｍＰａ・ｓであった。下記実施例の
メチルセルロース（信越化学工業株式会社製）の２重量％水溶液（２０℃）の粘度は４，
０００ｍＰａ・ｓであった。下記実施例のヒドロキシプロピルメチルセルロース（信越化
学工業株式会社製）の２重量％水溶液（２０℃）の粘度は４，０００ｍＰａ・ｓであった
。下記実施例のポリビニルアルコール（株式会社クラレ製）の４重量％水溶液（２０℃）
の粘度は４０～４８ｍＰａ・ｓであった。前記ポリビニルアルコールのケン化度は８７～
８９％、重合度は２，４００であった。
【００８１】
　　［実施例１］
　０．２ｇのトリコサエチレングリコールジメタクリレート（２３ＧＤＭＡ）が７９．８
ｇの水に加えられ、攪拌が十分に行われた。次いで、２０ｇの粉末状ヒドロキシプロピル
セルロース（ＨＰＣ）が加えられた。特に、ままこが出来ないように加えられた。混合が
十分に行われ、ペースト（糊）状の試料が得られた。このペースト状試料がコンタクトレ
ンズ成形型に充填された。脱気が行なわれた。この後、電離放射線が照射（照射線量１０
ｋＧｙ）された。これにより、重合反応と架橋反応が進行した。得られたゲルは２４時間
に亘って多量の水中に浸けられた。更に、生理食塩液中に数時間浸けられた。得られたコ
ンタクトレンズは柔軟性に富む高含水性ソフトコンタクトレンズであった。その他の特性
が表－１に示される。
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【００８２】
　　［実施例２］
　０．０３ｇのエチレングリコールジメタクリレート（ＥＤＭＡ）が７７．９７ｇの水に
加えられ、攪拌が十分に行われた。更に、２ｇの２－ヒドロキシエチルメタクリレート（
２－ＨＥＭＡ）が加えられ、攪拌が十分に行われた。次いで、２０ｇの粉末状ＨＰＣが加
えられた。混合が十分に行われ、ペースト（糊）状の試料が得られた。この後、実施例１
に準じて行なわれた。但し、照射線量は５０ｋＧｙである。得られたコンタクトレンズは
柔軟性に富む高含水性ソフトコンタクトレンズであった。その他の特性が表－１に示され
る。
【００８３】
　　［実施例３］
　０．２ｇの２３ＧＤＭＡが７７．８ｇの水に加えられ、攪拌が十分に行われた。更に、
２ｇの２－ＨＥＭＡが加えられ、攪拌が十分に行われた。次いで、２０ｇの粉末状ＨＰＣ
が加えられた。混合が十分に行われ、ペースト（糊）状の試料が得られた。この後、実施
例１に準じて行なわれた。但し、照射線量は５０ｋＧｙである。得られたコンタクトレン
ズは柔軟性に富む高含水性ソフトコンタクトレンズであった。その他の特性が表－１に示
される。
【００８４】
　　［実施例４］
　１ｇの２－ＨＥＭＡが７７ｇの水に加えられ、攪拌が十分に行われた。更に、２ｇのメ
チルメタクリレート（ＭＭＡ）が加えられ、攪拌が十分に行われた。次いで、２０ｇの粉
末状ＨＰＣが加えられた。混合が十分に行われ、ペースト（糊）状の試料が得られた。こ
の後、実施例１に準じて行なわれた。但し、照射線量は２０ｋＧｙである。得られたコン
タクトレンズは柔軟性に富む高含水性ソフトコンタクトレンズであった。その他の特性が
表－１に示される。
【００８５】
　　［実施例５］
　０．２ｇの２３ＧＤＭＡが７６．８ｇの水に加えられ、攪拌が十分に行われた。更に、
２ｇの２－エトキシエチルメタクリレート（ＥＥＭＡ）及び１ｇのＭＭＡが加えられ、攪
拌が十分に行われた。次いで、２０ｇの粉末状ＨＰＣが加えられた。混合が十分に行われ
、ペースト（糊）状の試料が得られた。この後、実施例１に準じて行なわれた。但し、照
射線量は２０ｋＧｙである。得られたコンタクトレンズは柔軟性に富む高含水性ソフトコ
ンタクトレンズであった。その他の特性が表－１に示される。
【００８６】
　　［実施例６］
　０．２ｇの２３ＧＤＭＡが７６．８ｇの水に加えられ、攪拌が十分に行われた。更に、
２ｇの２－メトキシエチルメタクリレート及び１ｇのＥＥＭＡが加えられ、攪拌が十分に
行われた。次いで、２０ｇの粉末状ＨＰＣが加えられた。混合が十分に行われ、ペースト
（糊）状の試料が得られた。この後、実施例１に準じて行なわれた。但し、照射線量は２
０ｋＧｙである。得られたコンタクトレンズは柔軟性に富む高含水性ソフトコンタクトレ
ンズであった。その他の特性が表－１に示される。
【００８７】
　　［実施例７］
　０．２ｇの２３ＧＤＭＡが７６．８ｇの水に加えられ、攪拌が十分に行われた。更に、
１ｇのトリエチレングリコールモノメチルエーテルモノメタクリレート及び２ｇのＥＥＭ
Ａが加えられ、攪拌が十分に行われた。次いで、２０ｇの粉末状ＨＰＣが加えられた。混
合が十分に行われ、ペースト（糊）状の試料が得られた。この後、実施例１に準じて行な
われた。但し、照射線量は２０ｋＧｙである。得られたコンタクトレンズは柔軟性に富む
高含水性ソフトコンタクトレンズであった。その他の特性が表－１に示される。
【００８８】
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　　［実施例８］
　０．２ｇのテトラエチレングリコールジメタクリレート（４ＧＤＭＡ）が７８．５ｇの
エタノール（２重量％）水溶液に加えられ、攪拌が十分に行われた。１ｇの片末端メタク
リル基含有ポリジメチルシロキサン（分子量約１，０００）と０．３ｇのＭＭＡとの混合
物が、前記混合水溶液中に加えられ、攪拌が十分に行われた。次いで、２０ｇの粉末状Ｈ
ＰＣが加えられた。混合が十分に行われ、ペースト（糊）状の試料が得られた。この後、
実施例１に準じて行なわれた。但し、照射線量は５０ｋＧｙである。得られたゲルの水中
浸漬時間は４８時間である。得られたコンタクトレンズは柔軟性に富む高含水性ソフトコ
ンタクトレンズであった。その他の特性が表－１に示される。
【００８９】
　　［実施例９］
　１ｇの両末端メタクリル基含有ポリジメチルシロキサン（分子量約１，０００）と０．
５ｇのＭＭＡとの混合物が、７８．５ｇのエタノール（２重量％）水溶液に加えられ、攪
拌が十分に行われた。次いで、２０ｇの粉末状ＨＰＣが加えられた。混合が十分に行われ
、ペースト（糊）状の試料が得られた。この後、実施例１に準じて行なわれた。但し、照
射線量は５０ｋＧｙである。得られたゲルの水中浸漬時間は４８時間である。得られたコ
ンタクトレンズは柔軟性に富む高含水性ソフトコンタクトレンズであった。その他の特性
が表－１に示される。
【００９０】
　　［実施例１０］
　０．２ｇの２３ＧＤＭＡが５７．８ｇの水に加えられ、攪拌が十分に行われた。更に、
２０ｇのポリビニルアルコール（５ｗｔ％）水溶液が加えられ、攪拌が十分に行われた。
又、２ｇのＭＭＡが加えられ、攪拌が十分に行われた。次いで、２０ｇの粉末状ＨＰＣが
加えられた。混合が十分に行われ、ペースト（糊）状の試料が得られた。この後、実施例
１に準じて行なわれた。但し、照射線量は２０ｋＧｙである。得られたコンタクトレンズ
は柔軟性に富む高含水性ソフトコンタクトレンズであった。その他の特性が表－１に示さ
れる。
【００９１】
　　［実施例１１］
　０．２ｇの２３ＧＤＭＡが７９．８ｇの水に加えられ、攪拌が十分に行われた。次いで
、１５ｇの粉末状ＨＰＣ及び５ｇのメチルセルロースが加えられた。混合が十分に行われ
、ペースト（糊）状の試料が得られた。この後、実施例１に準じて行なわれた。但し、照
射線量は３０ｋＧｙである。得られたコンタクトレンズは柔軟性に富む高含水性ソフトコ
ンタクトレンズであった。その他の特性が表－１に示される。
【００９２】
　　［実施例１２］
　０．２ｇの２３ＧＤＭＡが７９．８ｇの水に加えられ、攪拌が十分に行われた。次いで
、１５ｇの粉末状ＨＰＣ及び５ｇのヒドロキシプロピルメチルセルロースが加えられた。
混合が十分に行われ、ペースト（糊）状の試料が得られた。この後、実施例１に準じて行
なわれた。但し、照射線量は３０ｋＧｙである。得られたコンタクトレンズは柔軟性に富
む高含水性ソフトコンタクトレンズであった。その他の特性が表－１に示される。
【００９３】
　　［比較例１］
　２０ｇの粉末状ＨＰＣが８０ｇの水に加えられた。混合が十分に行われ、ペースト（糊
）状の試料が得られた。この後、実施例１に準じて行なわれた。但し、照射線量は５０ｋ
Ｇｙである。得られたコンタクトレンズは脆かった。その他の特性が表－１に示される。
本比較例は本発明の化合物（Ｃ）が用いられなかった例である。
【００９４】
　　［比較例２］
　６６ｇの粉末状ＨＰＣと、３３ｇのＮ，Ｎ－ジメチルアクリルアミド（ＤＭＡＡ）と、
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１ｇのＥＤＭＡとが充分に混合された。特に、ＨＰＣとＤＭＡＡとは相溶状態である。更
に、０．２ｇのベンゾイルパーオキサイド（ＢＰＯ：重合開始剤）が加えられた。十分な
混合が行われた後、この混合物がコンタクトレンズ成形型に充填された。１３０℃で１０
分間の保持がなされ、重合反応が行われた。得られたゲルが多量の水中に２４時間に亘っ
て浸けられた。更に、生理食塩液中に数時間に亘って浸けられた。得られたコンタクトレ
ンズは脆かった。その他の特性が表－１に示される。本比較例のコンタクトレンズは特許
文献１のコンタクトレンズに相当する。
【００９５】
　　［比較例３］
　５０ｇの粉末状ＨＰＣと、４０ｇのＤＭＡＡと、９ｇのＭＭＡと、１ｇのＥＤＭＡとが
充分に混合された。特に、ＨＰＣとＤＭＡＡとは相溶状態である。更に、０．３ｇのＢＰ
Ｏが加えられた。この後、比較例２に準じて行われた。得られたコンタクトレンズは脆か
った。その他の特性が表－１に示される。本比較例のコンタクトレンズは特許文献１のコ
ンタクトレンズに相当する。
【００９６】
　　［特性］
　上記各例のソフトコンタクトレンズの特性が表－１に示される。
　　　　　　　　　　　　　　　　表－１

　＊酸素透過係数：単位は（ｃｍ２／ｓｅｃ）・（ｍＬＯ２／ｍＬ・ｍｍＨｇ）
　＊ゲル分率　：得られたゲルが恒量に達するまで凍結乾燥された。この乾燥試料が秤量
（初期乾燥重量）された。２００メッシュのステンレス網に入れられ、大量の水に２４時
間浸漬された。未架橋成分は水側に移る。不溶解分のみが金網中に残る。不溶解分が真空
乾燥された後、不溶解分が秤量された。下式に従ってゲル分率が算出された。ゲル分率が
高いことは、溶出物が少ないことを示す。従って、ゲル分率が高い方が好ましい。
　　ゲル分率（％）＝（不溶解分の重量／初期乾燥重量）×１００
　＊装用感　：コンタクトレンズが１０人のパネラーに装着された。バネラーの自覚症状
（異物感や濡れ不良による曇りの不快感）を基に評価が行われた。自覚症状が１名以下の
場合は◎印、２～３名の場合は○印、４～５名の場合は△印、６名以上の場合は×印で示
される。
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　＊形状保持性　：１０人のパネラーによるコンタクトレンズ装着前でのレンズ取扱い易
さ（レンズ形状を保持している方が取扱い易い）で評価が行われた。取扱い難いが１名以
下の場合は◎印、２～３名の場合は○印、４～５名の場合は△印、６名以上の場合は×印
で示される。
　＊比較例４のコンタクトレンズは、１日使い捨て型（デイスポーザブル）の市販のソフ
トコンタクトレンズ
　＊比較例５のコンタクトレンズは、市販のシリコーンハイドロゲルコンタクトレンズ
【００９７】
　表－１から判る通り、上記実施例のコンタクトレンズは次の特長を有する。高含水性ソ
フトコンタンクトレンズである。ゲル分率が高い。従って、溶出物が少ない。これは、安
全性が高いことを意味する。高含水性（含水率８５％以上）であることから、酸素透過性
が良い。水濡れ性に優れ、装用感に優れている。高含水性であるにも拘らず、形状保持性
に優れている。実用上問題のない充分な強度を有する。透明性に優れている。
【００９８】
　これに対して、セルロース誘導体のみが用いられた比較例１のコンタクトレンズは、破
断伸度が小さい。かつ、破断強度も小さい。かつ、形状保持性も劣っている。
【００９９】
　特許文献１に相当する比較例２，３のコンタクトレンズは、破断伸度が小さい。かつ、
形状保持性も劣っている。
 
 

【図１】 【図２】
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